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新宮遺跡Ｅ地点　1 号土坑出土の縄文土器



　本庄市はかつて中山道随一の繁栄を誇った宿場町として、また国学

者塙保己一生誕の地として広く知られているところです。そのような

豊かな歴史的背景と文化的風土をもつ本庄市は、数多くの埋蔵文化財

にも恵まれ、旧石器時代から近代に至るまでの多様な遺跡が市内の各

所に分布しています。そのうちの縄文時代については、大規模な環状

集落が３つ並ぶ全国的にも貴重な例が、本庄市共栄から児玉町共栄に

かけて所在しており、本書で報告する新宮遺跡は、その環状集落群の

南側のものであります。新宮遺跡の環状集落については、他の２つの

環状集落と比べると過去の発掘調査面積が少なく、全貌が明らかには

なっておりませんが、中央に直径 100m 程度の広場を持つ、外径 200m

程度のドーナツ状の大集落と考えられております。

　今回、発掘調査を実施した E 地点についても調査面積が少ないため、

集落の全体構造に関する知見は得られませんでしたが、児玉地方で最

大級の縄文土器が出土するなど、著しい成果が得られました。

　本書に報告されたような貴重な文化遺産を長く後世に伝えていくこ

とは、現代に生きるわたくしたちの使命であります。今後は、本書が

学術研究の発展に資するとともに、一般にも広く活用され、郷土史へ

の関心や埋蔵文化財への理解がいっそう深められることを願ってやみ

ません。

　最後になりましたが、現地の発掘調査から報告書の刊行にあたり、

文化財保護に対する深いご理解とご協力を賜りました株式会社桂紙業

様とご協力とご尽力を賜りました多くの皆様に対して、心からお礼申

し上げます。

　平成 29 年 12 月

	 本庄市教育委員会

	 教育長　勝 山 　 勉
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１．本書は埼玉県本庄市児玉町共栄字南共和 322 番地に所在する新宮遺跡（№ 54 － 030）Ｅ地点の

　発掘調査報告書である。

２ ．発掘調査は、株式会社桂紙業の委託を受けて本庄市教育委員会が実施した。

３．発掘調査は的野善行が担当し、現地調査には小此木真理（有限会社毛野考古学研究所）が専従

　した。

４．発掘調査から報告書作成・刊行に至る経費は、株式会社桂紙業が負担した。

５．発掘調査は、工場建設予定範囲のうち、工事により遺跡に影響が及ぶ 32 ㎡について実施した。

６．発掘調査期間および整理期間は以下のとおりである。

　　発掘調査　　自　平成29年４月24日	 	 至　平成29年５月２日

　　整理作業　　自　平成29年６月９日	 	 至　平成29年12月11日

７．発掘調査に関する発掘基準点測量、遺構測量は小出拓磨・小此木真理（有限会社毛野考古学研	

　　究所）が担当した。

８．整理作業・報告書刊行に関わる業務は、有限会社毛野考古学研究所に委託した。

９．本書の執筆は、Ⅰを本庄市教育委員会事務局、Ⅱ・Ⅲを小此木真理が担当した。

　　遺物実測は、土器を小此木真理、石器を土井道昭（有限会社毛野考古学研究所）が担当した。

10．本書に掲載した出土遺物、遺構および遺物の実測図ならびに写真、その他本報告に関連する資

　料は本庄市教育委員会において保管している。

11．発掘調査から整理、報告書の刊行に至るまで、以下の方々からご指導、ご協力を賜りました。

　感謝申し上げます。（順不同・敬称略）

　　鈴木徳雄　山口逸弘　　

12．発掘調査、整理調査および報告書刊行にかかる本庄市教育委員会の組織は以下のとおりである。

　　発掘調査・整理調査・報告書刊行組織（平成 29 年度）
主 体 者　本 庄 市 教 育 委 員 会 教 育 長 勝 山 　 　 勉

事 務 局　 事 務 局 長 稲 田 　 幸 也

文 化 財 保 護 課 課 長 杉 原 　 　 初

課 長 補 佐 兼 埋 蔵 文 化 財 係 長 恋 河 内 　 昭 彦

主 査 松 本 　 　 完

主 査 塩 原 　 　 浩

主 査 徳 山 　 寿 樹

主 任 的 野 　 善 行

臨 時 職 員 中 嶋 　 淳 子

調 査 員 小 此 木 　 真 理
（ 毛 野 考 古 学 研 究 所 ）

例　　言



巻頭カラー写真

　　「新宮遺跡Ｅ地点　1号土坑出土の縄文土器」

序

例　言

目　次

挿図目次

挿表目次

写真図版目次

第Ⅰ章　調査に至る経過……………………………１

第Ⅱ章　遺跡の環境…………………………………２

　１　地理的環境

　２　歴史的環境

第Ⅲ章　調査の成果…………………………………３

　１　調査の方法と遺跡の概要

　２　検出された遺構と遺物

　

写真図版

抄録

奥付

第５図　  遺物出土状態図    

第６図　  土層断面・エレベーション図

第７図　  遺物実測図（１）　

第８図　  遺物実測図（２）　 

第１図 　 新宮遺跡調査地点

第２図 　 周辺遺跡　

第３図 　 新宮遺跡Ｅ地点全体図（古墳時代）

第４図 　 新宮遺跡Ｅ地点全体図（縄文時代）

第１表　  土坑一覧表

第２表　  ピット一覧表

第３表　  溝一覧表

第４表　  遺物観察表（土器）

第５表　  遺物観察表（石器）

写真図版表紙　新宮遺跡　Ｅ地点（北から）

図版１　　　　新宮遺跡Ｅ地点全景（左上が北）

　　　　　　　１面目　遺構検出状態（西から）

　　　　　　　１号溝　完掘状態（西から）

　　　　　　　２面目　遺構検出状態（北西から）

　　　　　　　２面目　全景（北から）

図版２　　　　１号竪穴住居跡　遺物出土状態（西から）

　　　　　　　１号竪穴住居跡　完掘状態（西から）

　　　　　　　１号土坑　遺物出土状態①（北から）

　　　　　　　１号土坑　遺物出土状態②（南から）

　　　　　　　４号土坑　完掘状態（東から）

　　　　　　　１・２・４号土坑　完掘状態（東から）

　　　　　　　５・６号土坑　完掘状態（東から）

　　　　　　　８・９号土坑　完掘状態（北東から）

図版３　　　　出土遺物（１）

　　　　　　　　１号竪穴住居跡

　　　　　　　　２号土坑

　　　　　　　　３号土坑

図版４　　　　出土遺物（２）

　　　　　　　　３号土坑

　　　　　　　　５号土坑

　　　　　　　　６号土坑

　　　　　　　　８号土坑

　　　　　　　　調査区外　　　　　　　

目　　次

＜挿表目次＞

＜写真図版目次＞

＜挿図目次＞



Ｄ地点

ＡⅠ地点

ＢⅠ地点

ＡⅡ地点

ＢⅡ地点

Ｃ地点

Ｅ地点

Ｄ地点

ＡⅠ地点

ＢⅠ地点

ＡⅡ地点

ＢⅡ地点

Ｃ地点

Ｅ地点

０ 100ｍ
１：2,500１：2,500

　平成 28 年 10 月 25 日、株式会社桂紙業（以下、事業主）より工場建設を予定している本庄市児玉

町共栄字南共和 324-1 ほか 5 筆にかかる『埋蔵文化財の所在およびその取り扱いについて』の照会文

書が本庄市教育委員会（以下、市教委）に提出された。これを受けて市教委では『本庄市遺跡分布地

図』等を確認したところ、同地が周知の埋蔵文化財包蔵地である新宮遺跡（県遺跡 No.54-030）の範

囲内に所在していることが判明した。

　市教委は、埋蔵文化財への影響を確認するため、同年 11 月 16 ～ 18 日、翌 29 年 1 月 24 日、3 月 1

日と 3 次にわたる試掘調査を実施したところ、縄文時代から古代にかけての竪穴住居跡等が多数検出

された。そのため、事業主と埋蔵文化財を保存するべく協議を重ねたが、事業計画上約 32 ㎡につい

ては現状保存が困難であり、他の部分については保護層を確保し現状保存することになった。現状保

存が困難な範囲については記録保存のための発掘調査を実施する運びとなり、事業主と発掘調査のた

めの業務委託契約を平成 29 年 4 月 10 日に締結した。

　事業主は平成 28 年 10 月 25 日付埋蔵文化財発掘届を提出し、市教委は平成 29 年 4 月 18 日付本教文

発第 19 号で埋蔵文化財発掘調査通知を県教育委員会宛てに送付した。発掘届に対して県教委から事

業主宛てに「発掘調査が必要」である旨の指示通知が平成 29 年 4 月 25 日付け教生文第 4-45 号にて送

付された。現地における発掘調査は平成 29 年 4 月 24 日～ 5 月 2 日に実施された。

　出土遺物にかかる法的手続きとして、市教委は埋蔵物発見届を平成 29 年 5 月 1 日付け本教文発第

23 号にて児玉警察署宛て提出し、同保管証を平成 29 年 8 月 17 日付け本教文発第 134 号にて県教委宛

て提出、県教委は平成 29 年 9 月 26 日付け教生文第 7-104 号にて事業主宛てに文化財認定通知を送付

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本庄市教育委員会事務局）

第Ⅰ章　調査に至る経過

第１図　新宮遺跡調査地点
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１　地理的環境

　新宮遺跡は埼玉県本庄市に所在する。本庄市の南東側、児玉町中心部から北東約 2.5 ㎞に位置し、

児玉工業団地の周辺区域として開発が進んでいる。本庄市の地形は南西側が上武山地、北東側は

神流川扇状地が展開する。扇端部の深谷断層を境に烏川低地が展開しており、近世以降はこの低

地帯に利根川が流下している。また上武山地に接して児玉丘陵が平野部に突出し、その延長上に

生野山・大久保山の各残丘が点列状に位置している。神流川扇状地は本庄台地とも呼称されるが、

この扇央部中央には金鑚川と赤根川が合流した女堀川によって開析された低地が形成されている。

本遺跡の立地する本庄台地は神流川扇状地であり、女堀川の低地を臨む本庄台地東側縁辺部の標

高約 80 ｍの平坦部に位置している。

２　歴史的環境

　本遺跡では縄文時代中期の集落跡が検出されていることから、ここでは縄文時代中期の遺跡を

中心に概観して述べる。

　新宮遺跡はすでにＡ～Ｄ地点の調査がなされており、縄文時代中期の環状集落を構成する遺跡

であることが想定されている。本遺跡の立地する本庄台地には、近接して将監塚遺跡（３）、古井

戸遺跡（４）という同時期の大規模な環状集落が確認されている。また、北東方向に位置する将

監塚東遺跡（５）では加曽利ＥⅢ式の竪穴住居跡が検出されており、将監塚遺跡が構成する環状

集落の縁辺部に相当するものと捉えられている。

　縄文時代中期の遺跡は、本庄台地南西方向の児玉丘陵においても、塩谷平氏ノ宮遺跡（20）、宮

内上ノ原遺跡（21）などの集落遺跡が確認されている。また、児玉丘陵末端に連なる台地面に位

置する長沖古墳群周辺には、金屋南遺跡（24）、長沖村後遺跡（26）、金屋中之道遺跡（27）が認

められ、湧水点に近い台地面では児玉大天白遺跡（16）が確認されている。

第Ⅱ章　遺跡の環境

第２図　周辺遺跡
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遺構名 形態 規模 深さ 時期 出土遺物
1 号土坑 円形 45 × 42 40 縄文時代中期後葉 縄文土器（深鉢）
2 号土坑 円形 103 × 103 34 縄文時代中期中葉 縄文土器（深鉢）
3 号土坑 円形 81 × 70 38 縄文時代中期中葉 縄文土器（深鉢）、石器
4号土坑 円形 100 × 102 43 縄文時代中期中葉 縄文土器（深鉢）
5 号土坑 円形 156 × 99 99 縄文時代中期中葉 縄文土器（深鉢）、石器
6号土坑 不明 112 × 57 91 縄文時代中期後葉 縄文土器（深鉢）、石器
7号土坑 楕円形 75 × 63 46 縄文時代
8 号土坑 円形 56 × 57 25 縄文時代中期後葉 縄文土器（深鉢）
9 号土坑 円形 65 × 53 23 縄文時代中期後葉 縄文土器（深鉢）
10 号土坑 円形か 89 × 73 26 縄文時代中期後葉 縄文土器（深鉢）
11 号土坑 不整形 58 × 45 38 縄文時代

遺構名 形態 規模 深さ　
1 号ピット 楕円形 48 × 35 47 
2 号ピット 楕円形 43 × 29 51 
3 号ピット 楕円形 32 × 26 30 
4 号ピット 不明 32 × 18 18 
5 号ピット 円形 35 × 26 70 
6 号ピット 円形 33 × 30 57 
7 号ピット 楕円形 39 × 28 48 
8 号ピット 円形 39 × 26 28 
9 号ピット 不整形 40 × 26 32 
10 号ピット 不明 － 32 
11 号ピット 楕円形 36 × 27 21 
12 号ピット 楕円形 37 × 33 27 

遺構名 形態 規模 深さ
25 号ピット 楕円形 37 × 26 13 
26 号ピット 不整形 47 × 36 25 
27 号ピット 円形 18 × 16 17 
28 号ピット 楕円形 36 × 26 14 
29 号ピット 不整形 51 × 57 29 
30 号ピット 楕円形 22 × 17 20 
31 号ピット 楕円形 46 × 38 28 
32 号ピット 楕円形 32 × 22 25 
33 号ピット 楕円形 27 × 19 31 
34 号ピット 円形 20 × 20 23 
35 号ピット 楕円形 30 × 24 25 
36 号ピット 楕円形 25 × 12 11

遺構名　 形態 検出上幅 検出下幅 深さ 時期 出土遺物
1 号溝 直線 84 ～ 89 41 ～ 51 9 ～ 23 古墳時代後期 須恵器（甕）、土師器（坏）破片

遺構名 形態 規模 深さ
13 号ピット 円形か 34 × 28 34 
14 号ピット 不明 40 × 11 20 
15 号ピット 不整形 21 × 15 42 
16 号ピット 不整形 23 × 19 33 
17 号ピット 楕円形 26 × 18 14 
18 号ピット 不整形 59 × 42 55 
19 号ピット 不整形 31 × 27 42
20 号ピット 円形 45 × 46 17
21 号ピット 円形 27 × 24 69
22 号ピット 楕円形 32 × 26 16
23 号ピット 不整形 18 × 17 24
24 号ピット 不整形 13 × 10 18

１　調査の方法と遺跡の概要

　新宮遺跡Ｅ地点は、Ｃ地点とＤ地点のおおよそ中間の位置にあたる。今回の調査では、遺構確認面

が２面にわたっており、１面目で古墳時代後期、２面目で縄文時代中期後半の遺構を検出した。

　１面目調査では、調査区北東隅で東西方向に走行する１号溝を検出した。Ⅱ層上面からⅣ層にかけ

て掘り込まれており、古墳時代後期に帰属するとみられる須恵器片と土師器片、縄文土器の小片が出

土した。

２面目調査では、竪穴住居跡１軒、土坑 11 基、ピット 36 基を検出した。調査区南東壁の基本土層

断面では、Ⅲ層中で遺構の掘り込みを確認した。しかし１面目の遺構確認面（Ⅱ層）での遺構の視認

は困難であったため、調査区全体をⅣ層上面まで掘り下げて調査を行った。掘り下げたⅢ層中の遺物

は、調査区全体を２×２ｍのメッシュで８つに区分して区画ごとに一括して取り上げた。ただし、大

きな土器片や剥片は下面の遺構に伴う遺物かどうか判断した上での取り上げに努めた。Ⅳ層上面で検

出した遺構からは、主に加曽利ＥⅡ～ＥⅢ式、曽利式、唐草文系の特徴を持つ土器が出土した。Ⅱ・

Ⅲ層からは勝坂式の特徴を持つ土器片が少量出土している。Ｅ地点で検出した遺構は、縄文時代中期

後葉に帰属するものが主体であると推測される。

２　検出された遺構と遺物

１号竪穴住居跡（図４～６，写真図版１～３）

　調査区西側の壁際に位置しており、遺構の約半分が調査範囲外である。規模は長軸 19.2 ｍ、短軸

は残存値で 10.5 ｍ、深さ 0.09 ～ 0.23 ｍである。平面形状は検出した範囲から円形を呈することが推

測される。断面形状は壁がほぼ垂直に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、周溝が巡る。明確な地床炉は

確認されなかったが、西壁付近で検出した８号土坑の埋没土に焼土ブロックが含まれ、壁付近に焼土

範囲が確認されている。調査範囲外ではあるが、８号土坑付近に炉が位置する可能性が想定される。

土坑・ピット・溝（図３～６，表１～３，写真図版１～４）

　遺構の帰属時期は出土遺物や遺構の切り合い関係から判断した。出土遺物のない遺構は時期不明と

した。これらの遺構については一覧表で報告する。

第Ⅲ章　調査の成果

第１表　土坑一覧表

第２表　ピット一覧表

第３表　溝一覧表

＊単位は㎝、（　）は残存値

＊単位は㎝、（　）は残存値

＊単位は㎝、（　）は残存値
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第４図　新宮遺跡Ｅ地点　全体図（縄文時代）

第３図　新宮遺跡Ｅ地点　全体図（古墳時代）
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４号土坑１号土坑

３号土坑 ５号土坑 ６号土坑

1号溝

３号ピット
４号ピット

７号土坑

１号竪穴住居跡基本土層基本土層基本土層

８号土坑８号土坑８号土坑14号ピット14号ピット14号ピット

１･２号土坑・10号ピット１･２号土坑・10号ピット１･２号土坑・10号ピット

２号土坑２号土坑２号土坑

10号ピット10号ピット10号ピット

１号土坑１号土坑１号土坑

１･４号土坑１･４号土坑１･４号土坑

４号土坑４号土坑４号土坑１号土坑１号土坑１号土坑

３号土坑３号土坑３号土坑 ５号土坑５号土坑５号土坑 ６号土坑６号土坑６号土坑

1号溝1号溝1号溝

３号ピット３号ピット３号ピット
４号ピット４号ピット４号ピット

７号土坑７号土坑７号土坑

１号竪穴住居跡１号竪穴住居跡１号竪穴住居跡

０ １ｍ(１：60)

１号土坑・２号土坑・10号ピット

１：にぶい黄橙色　しまりあり。粘性なし。細砂・シルト主体。縄文土器の小片を包
　　含する。１号溝。
２：褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒 (Ⅳ層 ) 中量。３号ピット。
３：褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒 (Ⅳ層 ) 中量。３号土坑。
４：にぶい黄褐色　しまりあり。地山粒子 (Ⅳ層 )、白色軽石中量。３号土坑。
５：明黄褐色　しまり強。粘性なし。地山土主体 (Ⅳ層 )。白色軽石微量。3 号土坑。
６：褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒 (Ⅳ・Ⅴ層 ) 中量。４号ピット。
７：暗褐色　しまり強。粘性弱。地山粒 (Ⅳ層 ) 少量。白色軽石、小礫多量。土器片　
　　を多量に包含する。５号土坑。
８：暗褐色　しまり強。粘性弱。地山粒子 (Ⅳ層 ) 中量。５号土坑。
９：褐色　しまり強。粘性ややあり。地山 (Ⅳ層 ) 粒子・ブロック (φ5 ～ 10ｍｍ) 中量。
　　５号土坑。
10：褐色　しまり強。粘性ややあり。地山 (Ⅳ層 ) ブロック (φ5 ～ 15ｍｍ)、地山粒子
　　多量。５号土坑。
11：明黄褐色　しまりあり。粘性なし。地山土 (Ⅳ層 ) 主体。崩落土か。５号土坑。
12：明黄褐色　しまりあり。粘性なし。地山土 (Ⅳ層 ) 多量。初期流入土。５号土坑。
13：褐色　しまり強。粘性弱。地山 (Ⅴ層 ) ブロック (φ２～４cm) 少量。
　　地山粒 (Ⅳ・Ⅴ層 ) 中量。白色軽石微量。６号土坑。
14：褐色　しまり強。粘性弱。地山ブロック (Ⅴ層 )φ５～ 15ｍｍ少量。
　　地山粒子 (Ⅳ・Ⅴ層 ) 中量。６号土坑。

基本土層

Ⅰ：にぶい黄橙色　しまり非常に強い。盛土 ( 造成土 )。
Ⅱ：黒色　しまりあり。粘性弱。炭化物粒、白色軽石、遺物を多量に包含する。
Ⅲａ：褐色　しまりあり。粘性弱。遺物を多量に包含する。
Ⅲｂ：褐色　しまりややあり。粘性弱。
Ⅳ：明黄褐色　しまり強。粘性やや弱。
　  ソフトロームとハードロームの漸移層。
Ⅴ：明黄褐色　しまり強。粘性やや弱。ハードローム。
Ⅵ：にぶい黄橙色　しまり強。粘性ややあり。きめ細かい。
　　Bp－Group、AT の下位に相当か。

１号竪穴住居跡

１： にぶい黄褐色　しまりややあり。地山粒子 (Ⅳ・Ⅴ層 )、炭化物少量、白色軽石
　　多量。土器片・剥片を包含する。
２：灰黄褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒子 (Ⅳ層 ) 中量。焼土粒 (φ３～５ｍｍ)
　　少量。炭化物粒多量。
３：灰黄褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒子 (Ⅳ層 ) 少量。焼土ブロック (φ５　
　　～ 10ｍｍ)、炭化物粒中量。
４：褐色　しまりやや強。粘性弱。地山粒子 (Ⅳ層 ) 中量。地山 (Ⅴ層 ) ブロック (φ
　　５～ 10ｍｍ) 少量。土器片・剥片多量に包含する。１号竪穴住居跡。
５：明黄褐色　しまりややあり。粘性なし。地山粒子 (Ⅳ層 ) 多量。壁周溝埋没土。
６：明黄褐色　しまりややあり。粘性なし。地山粒 (Ⅳ・Ⅴ層 ) 主体。壁周溝埋没土。

１号土坑・２号土坑・10号ピット

１：にぶい黄褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒子少量。白色粒中量。(Ⅳ・Ⅴ層 )
      10 号ピット。
２：にぶい黄褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒子 (Ⅳ層 ) 中量。白色粒少量。
３：にぶい黄褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒子 (Ⅳ層 ) 多量。
      地山粒 (Ⅴ層 )φ2 ～ 5ｍｍ少量。白色粒少量。
４：黄褐色　しまり強。粘性ややあり。地山粒 (Ⅴ層 ) 中量。
５：黄褐色　しまりあり。粘性ややあり。地山ブロックφ5 ～ 10ｍｍ(Ⅴ層 ) 多量。
６：褐色　しまりあり。粘性やや弱。地山粒子 (Ⅳ層 ) 多量。
７：黄褐色　しまり強。粘性ややあり。地山粒主体。(Ⅴ層 )

７号土坑

１：にぶい黄褐色　しまりあり。粘性弱。白色軽石少量。
　　地山粒子 (Ⅳ層 ) 中量。
２：にぶい黄褐色　しまりあり。粘性弱。地山粒子 (Ⅳ 
　　層 ) 多量。
３：にぶい黄褐色　しまりあり。粘性弱。地山土 (Ⅴ層 )
　　主体。

２面目

Ｆ Ｆ′

(１：60)０ １ｍ (１：40)０ １ｍ

８号土坑

３号土坑

５号土坑

１号土坑１号竪穴住居跡

１・３・５・８号土坑１号竪穴住居跡
報告書掲載

報告書未掲載
遺物ドット

２

９

１

３

４

５５

１

１

第６図　土層断面・エレベーション図

第５図　遺物出土状態図
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１号竪穴住居跡－３

１号竪穴住居跡－２

１号竪穴住居跡－４

１号竪穴住居跡－５

２号土坑－１

３号土坑－１　　　　　 ３号土坑－２

１号竪穴住居跡－１

３号土坑－３

１号竪穴住居跡－１ １号竪穴住居跡－２～５、２・３号土坑

０ 10cm
１:３

０ 10cm
１:６

第７図　遺物実測図（１）
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１号土坑－１

調査区外－１

８号土坑－１

６号土坑－２６号土坑－１

５号土坑－４　

５号土坑－３５号土坑－２

５号土坑－１

０ 10cm
１:３

０ 10cm
１:６

１号土坑

５・６・８号土坑・調査区外

第８図　遺物実測図（２）
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遺物番号 器種　 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（ｇ）

製作技法・特徴

１号竪穴－６ 石匙 安山岩 <6.9> <4.5> 1.2 30.5
縦型。薄型剥片を素材とし、二側縁に両面加工を施し、上部につまみ
を作出する。中央～下端部欠損。

１号竪穴－７ 打製石斧 デイサイト <6.9> <4.9> <1.6> 58.4
剥片を素材とし周縁を直接打撃による両面加工を施す。側縁部中央に
浅い抉りが認められる。刃部欠損。

１号竪穴－８ 凹石 片岩 <10.4> <9.8> <2.8> 472.2
礫面に漏斗状の凹穴が１穴あり。欠損品。大型石棒の破片の可能性も
考えられる。

３号土坑－３ 打製石斧 頁岩 <3.9> <4.6> <1.2> 22.2 刃部片。刃部周辺に摩耗痕あり。

３号土坑－４ Ｓｃ 黒色安山岩 <6.1> <8.5> 2.6 154.4
礫皮をもつ剥片の一側縁に両面加工を施し刃部とする。被熱による黒
色化がみられる。欠損品。

３号土坑－５ Ｓｃ 頁岩 8.0 9.7 1.9 136.6
薄型剥片を素材とし、縁辺部に両面加工を施す。両側縁に顕著な微細
剥離痕あり。

３号土坑－６ ＲＦ 黒曜石 3.7 1.8 1.4 6.9 砕片の稜上に微細剥離痕が認められる。

３号土坑－７ ＲＦ 頁岩 9.9 3.6 2.0 47.6 縦長剥片の一側縁に不連続な微細剥離痕あり。

５号土坑－５ 打製石斧 ホルンフェルス 10.9 5.2 2.1 112.5 割礫を素材とし、両側縁を直接打撃による両面加工を施す。

５号土坑－６ ＲＦ ホルンフェルス 5.9 4.1 1.6 44.0 一側縁に不連続な片面加工が施される。風化顕著。

５号土坑－７ 敲石 砂岩 7.7 9.4 3.7 361.5 割礫を素材とし、周縁に敲打痕および剥離痕が顕著。

６号土坑－３ 剥片 ホルンフェルス 6.7 4.8 1.3 32.1 小型。

遺物番号 器種 法量 (㎝ ) 文様・形態・整形手法の特徴 胎土・色調 時期

１号竪穴－１ 深鉢
口径：<37.4>
器高：(22.8)

口唇部肥厚→下位に丸棒状工具による横位沈線。口縁部は隆帯に
よる円形・半円形区画→単節ＲＬ縄文を横位施文→同工具による
沈線。胴部は懸垂文による区画→単節ＲＬ縄文を縦位施文→懸垂
文間を磨り消し。内面横位ナデ。

石英・長石・赤色粒・黒
色粒
内外 :にぶい橙

縄文時代中期後葉

１号竪穴－２ 深鉢
口径：<25.0>
器高：(13.8)

口唇部肥厚→下位に丸棒状工具による横位沈線。口縁部は単節Ｌ
Ｒ縄文を斜位施文か→口唇部から斜位隆帯を貼付→隆帯脇に同工
具による沈線を沿わせる→口縁部中央に刺突。内面ヨコナデ。

石英・長石・片岩
内外 :にぶい黄橙

縄文時代中期後葉

１号竪穴－３ 深鉢 器高：(11.7)
平縁口縁。口縁部に単節ＲＬ縄文を横位施文→口唇部下位に円形
刺突文。胴部に単節ＲＬ縄文を縦位施文→丸棒状工具による懸垂
文の楕円区画と蕨手文→区画間を磨り消し。 内面横位ナデ。

石英・長石・片岩
内 :にぶい黄橙
外 :灰黄褐

縄文時代中期後葉

１号竪穴－４ 深鉢 器高：(10.2)
口唇部肥厚→下位に丸棒状工具による横位沈線。口縁部に単節Ｒ
Ｌ縄文を横位・斜位施文→丸棒状工具による蕨手文を施文→蕨手
文内を磨り消し。 内面横位ナデ。

石英・長石・片岩・赤色粒
内 :にぶい橙
外 :にぶい赤褐

縄文時代中期後葉

１号竪穴－５ 深鉢 器高：(7.8)
胴部破片。垂下する隆帯による懸垂文と渦巻文か。丸棒状工具に
よる斜位沈線を充填→隆帯脇に同工具による沈線を沿わせる。 
内面横位ナデ。

石英・長石・片岩
内外 :にぶい黄橙

縄文時代中期後葉

１号土坑－１ 深鉢
口径：<61.0>
器高：(62.5)

平縁口縁。口唇部肥厚。口縁部無文。頸部に２条の横位隆帯を貼
付→隆帯間に丸棒状工具による交互刺突。胴上部に隆帯による蕨
手文・渦巻き文による区画、胴下部に垂下隆帯を貼付→区画内お
よび隆帯間に棒状工具による縦位・斜位沈線を充填→隆帯脇に同
工具による沈線を沿わせる。内面ナデ。

石英・φ 2～ 5㎜礫・
長石・片岩
内：にぶい黄褐
外 :にぶい黄橙

縄文時代中期後葉

２号土坑－１ 深鉢 器高：－
口縁部突起。隆帯による渦巻文→半截竹管状工具による半隆起線
を沿わせる。同工具と箆状工具によるキザミを充填。内面に箆状
工具によるキザミ。内面ナデ。

石英・長石・雲母・片岩
内外 :にぶい黄橙

縄文時代中期中葉

３号土坑－１ 深鉢 器高：(3.9)
胴部破片。隆帯を貼付→半截竹管状工具・棒状工具によるキザミ
を沿わせる。三叉文・円文を充填。内面横位ナデ。

石英・長石・白色粒・赤
色粒、内 :灰褐　外 :褐

縄文時代中期中葉

３号土坑－２ 深鉢 器高：(8.6)
胴下部～底部の破片。横位・縦位隆帯貼付→隆帯脇に半截竹管状
工具による平行沈線を沿わせる。内面縦位ナデ。

φ 0.5 ～ 3 ㎜片岩・石英・
長石、内外 :にぶい褐

縄文時代中期中葉

５号土坑－１ 深鉢 器高：(15.5)
胴部破片。単節ＲＬ縄文を斜位施文→２条の横位隆帯と楕円形に
貼付隆帯上面に単節ＲＬ縄文を横位施文→隆帯脇に丸棒状工具に
よる沈線を沿わせる。内面斜位ナデ。

石英・長石・チャート・
片岩、内 : にぶい赤褐　
外 :にぶい黄褐

縄文時代中期中葉

５号土坑－２ 深鉢 器高：(6.7)
口縁部破片。口唇部肥厚。口縁部に隆帯貼付→隆帯脇に半截竹管
状工具による半隆起線を施文→隆帯上面に箆状工具によるキザ
ミ。隆帯間に丸棒状工具による三叉文を充填。内面横位ナデ。

石英・長石・白色粒
内 :灰黄褐　外 :灰褐

縄文時代中期中葉

５号土坑－３ 深鉢 器高：(4.8)
胴部破片。縦位隆帯を貼付→隆帯上に半截竹管状工具によるキザ
ミ。隆帯脇に同工具による押し引き文。隆帯間に同工具によるキ
ザミと蓮華文。内面縦位ナデ。

石英・長石・赤色粒
内 :黒　外 :にぶい褐

縄文時代中期中葉

５号土坑－４ 深鉢 器高：(8.8)
口縁部～胴部破片。隆帯を貼付→隆帯両脇に角棒状工具による２
列の角押文を施文。区画内に単節ＬＲ縄文を斜位施文。内面横位
ナデ。

石英・長石・赤色粒
内 :にぶい黄褐
外 :灰褐

縄文時代中期中葉

６号土坑－１ 深鉢 器高：(6.5)
胴部破片。隆帯による楕円形区画→棒状工具による円文。垂下隆
帯→隆帯間に半截竹管状久具による半隆起線を沿わせる。隆帯の
接続部にコイル状突起を貼付。内面斜位ナデ。

石英・長石・白色粒
内 :灰黄褐
外 :にぶい赤褐

縄文時代中期中葉

６号土坑－２ 深鉢 器高：(7.3)
口縁部突起。口唇部肥厚。口縁部に単節ＲＬ縄文を縦位施文。隆
帯を渦巻き状に貼付→隆帯脇に丸棒状工具による渦巻き文を施
文。 内面横位ナデ。

石英・長石・片岩・赤色
粒、内 :にぶい黄褐
外 :にぶい赤褐

縄文時代中期後葉

８号土坑－１ 深鉢 器高：(6.4)
口縁部突起。単節ＲＬ縄文を縦位施文→突起上面から丸棒状工具
による蕨手文を施文。内面横位ナデ。

石英・白色粒・チャート・
片岩、内外 :にぶい橙

縄文時代中期後葉

調査区外－１ 深鉢 器高：(7.0)
平縁口縁、小突起あり。口縁部２条の横位沈線間にキザミ。沈線
下位に単節ＲＬ縄文を横位施文→横位ナデ。内面横位ナデ。

石英・長石・雲母
内外 :にぶい褐色

縄文時代後期

参考文献　「南共和・新宮遺跡」児玉町遺跡調査会報告書第６・７集　児玉町遺跡調査会

　　　　　「新宮遺跡Ⅱ－Ｃ地点の調査－」本庄市遺跡調査会報告書　第 42 集　本庄市遺跡調査会

　　　　　「将監塚 －縄文時代－」　埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 63 集　埼玉県埋蔵文化財調査事業団

　　　　　「古井戸 －縄文時代－」　埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 75 集　埼玉県埋蔵文化財調査事業団

第４表　遺物観察表（土器）

第５表　遺物観察表（石器）

＊１ ： ＲＦ （リタッチドフレイク）、　Ｓｃ （スクレイパー）　＊２ ： ３号土坑－３のみ実測図を掲載。 その他の石器は写真のみ掲載した。 ＊３ ： 〈　〉 は推定値。

＊法量 ： （　） は残存値、 <　> は推定値である。
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写真図版

新宮遺跡　Ｅ地点（北から）　



図版１

２面目　全景（北から）　

1号溝　完掘状態（西から）1面目　遺構検出状態（西から）　

２面目　遺構検出状態（北西から）

新宮遺跡Ｅ地点　全景（左上が北）　



図版２

１号堅穴住居跡　遺物出土状態（西から）　 １号堅穴住居跡　完掘状態（西から）　

１号土坑　遺物出土状態①（北から）　 １号土坑　遺物出土状態②（南から）

４号土坑　完掘状態（東から） １・２・４号土坑　完掘状態（東から）

５・６号土坑　完掘状態（東から） ８・９号土坑　完掘状態（北東から）



図版３

１号竪穴住居跡－１

３号土坑－１

１号竪穴住居跡－２

１号竪穴住居跡－５

１号竪穴住居跡－３

１号竪穴住居跡－４

３号土坑－２

３号土坑－３

３号土坑－４

１号竪穴・３号土坑・石器　Ｓ≒１／３

　３号土坑－１・２　Ｓ≒１／２

１号竪穴住居跡－６

１号竪穴住居跡－７

１号竪穴住居跡－８

２号土坑－１



図版４

５号土坑－１ ５号土坑－２

５号土坑－３５号土坑－４

８号土坑－１

５号土坑－７５号土坑－６

６号土坑－１ ６号土坑－２ ６号土坑－３
調査区外－１

５号土坑－１・石器　Ｓ≒１／３

　５・６・８号土坑　Ｓ≒１／２

５号土坑－５

３号土坑－６

３号土坑－７

３号土坑－５
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集落跡

縄文時代
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竪穴住居跡　　１軒
土坑　　　　１１基
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縄文土器、土偶、石鏃、磨石、敲石、
石皿、スクレイパー、砥石、剥片、
打製石斧、磨製石斧

土師器・須恵器

縄文時代中期後半の

集落跡と古墳時代の

溝が検出された。
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